
令和５年第８回教育委員会定例会議事日程 

 

 

１ 日 時 

令和５年７月２６日（水） 午前９時３０分から 

 

２ 場 所 

島本町役場 ３階 委員会室 

 

３ 議 事  

第１  会議録確認委員の決定 

第２  第１６号報告 令和５年度夏季休業期間中における児童生徒の指導につ

いて 

第３  第２９号議案 島本町子ども・子育て会議委員の委嘱について 

第４  第３０号議案 令和６年度使用小学校教科用図書の採択について 

第５  第３１号議案 令和６年度使用中学校教科用図書の採択について 

 



 



第１６号 報告  

 

令和５年 度夏季 休業 期間 中にお ける児童 生徒の 指  

導につい て  

 

 標記の ことに ついて、 別紙の とおり報 告いた します 。  

 

令和  ５  年  ７  月２６日 提出  

 

島本町教 育委員 会  

教育長   中  村  り  か  
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令和５年度 夏季休業期間中における児童生徒の指導について 

                 島本町教育委員会  

[留意事項] 

１ 生徒指導について（保護者・地域・関係機関との連携等） 

⑴  児童生徒に電子端末や携帯電話やスマートフォン、ポータブルゲーム機、

音楽用携帯プレーヤー等によるインターネット利用の危険性を認識させ

るとともに、家庭でのルールづくりやフィルタリングの徹底等、保護者

への啓発を図ること。 

⑵  教職員一人一人のいじめに対する姿勢や現在の学校の取組を確認し、い

じめを認知した場合には、「学校いじめ防止基本方針」にのっとり、組織

的に迅速かつ適切な対応に努めること。また、休業期間中は、ＳＮＳ等

インターネットを介したいじめや部活動に関わるいじめ等が生起する可

能性が高くなることも考慮し、休業期間前後のアンケート調査や保護者

と連携して、早期発見、早期対応に努めること。解消に向けて取組中の

事象については、児童生徒の不安が生じないように休業期間中に教育相

談を実施するなど、保護者と密に連携し、適切な支援に努めること。 

 ⑶  特に配慮を要する不登校児童生徒またはそれに準ずる児童生徒に対し、

家庭及び関係機関との連携を図りながら「きめの細かい指導・支援」を

より一層充実させること。また、欠席がめだち始める等、気になる児童

生徒については、ＳＣ、ＳＳＷ等と連携して欠席の要因を分析するとと

もに、いわゆるヤングケアラーの可能性及び児童虐待も視野に入れ、児

童生徒や家庭の支援ニーズを含めた現状把握に努めながら組織的・計画

的な支援を行うこと。 

⑷  児童虐待が判明した場合（疑いのあるものを含む。）は、速やかに子ども

家庭センター又は島本町子育て支援課に通告すること。気になる児童生

徒については、保護者への連絡、家庭訪問及び児童生徒に直接面会する

等、児童虐待も視野に入れて現状把握に努め、関係機関との連携を含め

た相談機能と指導体制について充実を図ること。なお、要保護児童等の

情報元や通告元に関する情報については、取扱いに十分留意すること。 

⑸  各学校において教育相談体制の充実を図るとともに、１８歳以下の自殺

が全国的に長期休業明けに増加する傾向があることに鑑み、様々ある相

談窓口について児童生徒や保護者に広く周知を図ること。加えて、コロ

ナ禍終息後も残るその影響に留意し、児童生徒の様々な不安を和らげ、

夏季休業期間明けのスタートがスムーズに切れるよう万全を期すこと。 

 

２ 安全管理・指導について（学校安全、健康教育等）  

⑴  休業期間中の登下校の時間帯は通常と異なる場合もあるため、児童生徒

への安全教育はもとより、保護者や地域、関係機関とともに犯罪被害か

ら子どもを守る体制を確立するよう努めること。 

⑵  部活動においては、「島本町立中学校部活動の在り方に関する方針」（島本

町部活動ガイドライン）を踏まえ、事前に無理が生じない計画・活動内容

等について十分検討し、個々の児童生徒の健康状態を常に把握しながら、

活動内での安全管理、安全指導に万全を期すること。特に、熱中症等の事

故を予防するために、水分、塩分補給や休息を促すこと等、細心の注意を

払うこと。 

⑶  日常生活における海や河川等での水遊びやスポーツ活動に当たり、天候

の急変等に十分注意を払うことや、水難事故防止と安全確保に万全を期

すよう児童生徒の指導に努めること 
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教小中第１７３７号 

令和５年６月２６日 

各市町村教育委員会 

学校教育指導主管課長  様 

大 阪 府 教 育 庁 

市町村教育室小中学校課長 

 

夏季休業期間中における児童生徒の指導について（通知） 

 

 標記については、貴教育委員会において、地域の実情に応じた指導計画を立案中のことと存じます。 

夏季休業期間中は、様々な問題行動や事故が起きやすいことからその未然防止を図るため、児童生徒に対し有意義で

規則正しい健全な生活を送るよう指導することが必要です。 

また、新型コロナウイルス感染症は、令和５年５月で、感染症法における位置づけが「５類」に移行されました。こ

れまでのコロナ禍の影響は続くものの、学校での活動が徐々に活発になっていくなか、依然、生活リズムの乱れ等の影

響が続いたまま、長期休業を迎えることにより、生徒指導上の課題としてあらわれることが懸念されます。 

このことを踏まえ、同期間中における児童生徒に対する指導にあたっての要点を下記のとおり、まとめました。各校

への指導にあたり、「市町村教育委員会に対する指導・助言事項」を参考にしていただくとともに、必要に応じて府緊急

支援チームの活用等も併せて万全を期するようお願いいたします。 

 

記 

 

１ 非行及び犯罪被害等の防止について 

児童生徒の基本的生活習慣の確立及び日常生活全般での様々な危険に適切に対応できるよう、学校、家庭、地域と

の連携を強化するとともに、共通理解を深め、指導の充実を図ること。また、保護者に対して、大阪府青少年健全育

成条例に則り、非行や犯罪被害、さらには深夜徘徊、喫煙等の不良行為から児童生徒を保護し、及び教育するよう努

めなければならないことを周知すること。 

電子端末や携帯電話、スマートフォン、ポータブルゲーム機、音楽用携帯プレーヤー等によるインターネット等の

利用に起因した事件の被害・加害、誹謗中傷の書き込み、ネット依存に対しては、インターネット利用の危険性を認

識させるとともに、家庭でのルールづくりやフィルタリングの徹底等、保護者への啓発を図ること。 

その際、「小中学校における携帯電話の取扱いに関するガイドライン」（平成31年３月）、「SNSを通じた被害等の防

止に向けたメッセージ『SNSの危険性について知ろう』」（令和元年11月）、「携帯・ネット上のいじめ等への対処方法

プログラム」（令和４年９月）等を参考にすること。 

薬物乱用の防止については、特に若年者を中心とした大麻の乱用拡大が問題となっている現状を理解した上で、薬

物乱用に関する正しい知識について指導するほか、薬物乱用と関連性が高い喫煙及び飲酒防止の指導等を徹底すると

ともに、保護者にも周知を行うこと。 

 

２ いじめへの対応について 

休業期間中には、SNS 等インターネットを介したいじめや部活動に関わるいじめ等が生起する可能性が高く、初期

対応が遅れ深刻化する危険性も考えられることから、児童生徒が発する悩み等のサイン等を見逃さないよう、長期休

業開始前や休業明けのアンケート調査、保護者との連携、各種相談窓口の周知等により、いじめの早期発見、早期対

応に努めること。また、解消に向けて取組み中の事象については、改めて全教職員で共通理解を図り、丁寧に対応す

るとともに、児童生徒の不安が生じないように休業期間中に家庭訪問や教育相談を実施するなど、保護者との連携を

密にし、適切な支援に努めること。 

  加えて、「いじめ防止対策推進法」（平成25年６月）及び「いじめの防止等のための基本的な方針」（平成29年３月）

を踏まえ、各校において策定された「学校いじめ防止基本方針」に基づいて、教職員一人ひとりのいじめに対する姿

勢や現在の学校の取組みを確認し、迅速かつ適切に組織的な対応ができる体制であるか見直しを行うこと。その際、
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https://www.pref.osaka.lg.jp/attach/35680/00000000/keitaiguideline.pdf
https://www.pref.osaka.lg.jp/attach/35680/00000000/snsnokikennsei%20.pdf
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https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1406848.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/__icsFiles/afieldfile/2018/01/04/1400142_001.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/__icsFiles/afieldfile/2018/01/04/1400142_001.pdf


「５つのレベルに応じた問題行動への対応チャート」（平成26年２月）、「いじめ対応セルフチェックシート」（令和元

年６月）等も参考にすること。 

また、「いじめ問題への的確な対応に向けた警察との連携等の徹底について」（令和５年２月）を基に、児童生徒の

命や安全を守ることを最優先に、重大な被害が生じるおそれのあるいじめなどは、直ちに警察に相談・通報を行い、

適切な援助を求めること。 

 

３ 体罰等の防止について 

 体罰やセクシュアル・ハラスメントは児童生徒の人権を侵害し、心に深い傷を残すだけでなく、学校に対する信頼

を著しく失墜させることから、いかなる場合においても許されないことをすべての教職員に徹底すること。また、「体

罰防止マニュアル（改訂版）」（平成19年11月）及び「不祥事予防に向けて（改訂版）」（平成22年９月）を活用し、

適切な部活動のあり方を含めた体罰の未然防止に向け、教職員の意識改革に努めること。 

 

４ 長期欠席・不登校、児童虐待、安全確認等への取組みについて 

理由を特定しにくい長期欠席者が大幅に増加していることや、不登校として判断した児童生徒についても、一旦不

登校になると長期化することを鑑み、夏季休業期間中に、全児童生徒のこれまでの欠席・遅刻・早退状況を点検し、

欠席がめだち始める等、気になる児童生徒については、SC、SSW 等の専門家も交えて欠席の要因を分析すること。ま

た、休業期間を利用し、欠席の続く児童生徒については、ヤングケアラーの可能性及び児童虐待も視野に入れ、保護

者への連絡、定期的な家庭訪問、児童生徒への直接面会等を適切に行うこと。支援に当たっては、児童生徒や家庭の

支援ニーズを踏まえたうえで、多様な支援や対応が可能となるよう、SC、SSW 等の専門家や教育支援センター及び関

係機関も含めて検討を行い、組織的・計画的な支援を行うこと。その際、「不登校児童生徒への支援の在り方について」

（令和元年10月）及び「子どもたちの社会的な自立のために～不登校児童生徒への支援と取組み～」（令和２年4月）

の趣旨を踏まえた対策を講じること。 

児童虐待防止については、「児童虐待防止対策の強化を図るための児童福祉法等の一部を改正する法律の公布につい

て」（令和元年７月）の趣旨を踏まえた対策を講じるとともに、児童虐待が判明した場合（疑いのあるものを含む）は、

「子どもたちの輝く未来のために～児童虐待防止のてびき～要点編」（令和元年12月）及び「学校・教育委員会等向

け虐待対応の手引き」（令和２年６月25日）に基づき、速やかに子ども家庭センター又は市町村虐待担当課に通告す

ること。なお、要保護児童等の情報元や通告元に関する情報については取扱いに十分留意すること。また、要保護児

童対策地域協議会において継続支援中の児童生徒についても、SC、SSW 等の専門家や関係機関との連携を密にし、き

め細かな支援を行うこと。 

不登校や児童虐待のリスクが考えられる児童生徒、また学校内外の集団との関わりの中で、生命又は身体に被害が

生じるおそれがある児童生徒等の安全確認が困難になることが予想されるが、全教職員で共通理解を図り、必要に応

じて警察、子ども家庭センター等の関係機関とも連携して安全確認を徹底すること。 

 

５ 安全管理・指導について 

休業期間中の登下校の時間帯は通常と異なる場合もあるため、児童生徒への安全教育はもとより、危機管理マニュ

アルや登下校の見まもり体制（登下校のみならず移動中の児童生徒の名札や記名した持ち物等の取扱い等）を点検す

るとともに、校内の連絡体制及び警察等の関係機関との連絡・連携方法を再確認し、児童生徒の安全確保や犯罪被害

の防止に努めること。また、宿泊を要する教育活動の実施にあたっては、宿泊先での安全確保、事故防止に努めるこ

と。その際、事前に無理が生じない計画を策定するとともに、緊急事態発生時の対処法等についても確認したうえで

行うこと。 

部活動等の活動においては、常に個々の児童生徒の健康状態を把握し、事故防止のための安全管理・指導に万全を

期すること。また、児童生徒の熱中症を予防するため、健康観察をはじめ、こまめな水分・塩分補給や、休息を促す

など、健康管理を徹底すること。加えて、「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイド

ライン」（令和4年12月）及び「大阪府部活動の在り方に関する方針」（平成31年２月）を踏まえた部活動実施に努

めること。 

さらに、日常生活における海や河川等での水遊びやスポーツ活動にあたっても、気候の急変等に十分注意を払う等、

水難事故防止と安全確保に万全を期すよう児童生徒の指導に努めること。 
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https://www.pref.osaka.lg.jp/attach/21096/00000000/taioutyatohpsaisyu.pdf
https://www.pref.osaka.lg.jp/jidoseitoshien/ijime/index.html
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https://www.pref.osaka.lg.jp/jidoseitoshien/gyakutaibousi/index.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1416474.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1416474.htm
https://www.mext.go.jp/sports/content/20221227-spt_oripara-000026750_2.pdf
https://www.mext.go.jp/sports/content/20221227-spt_oripara-000026750_2.pdf
https://www.pref.osaka.lg.jp/kotogakko/bukatsudouhoushin/index.html


６ 教育相談体制の充実について 

各学校においては、教育相談体制の充実を図るとともに、生徒指導上の課題を抱える児童生徒やその保護者に対し

て、教育相談の対応等によりきめ細かな支援に努めること。さらに、18歳以下の自殺が全国的に長期休業明けに増加

する傾向があることに鑑み、児童生徒が誰にも悩みを伝えられないまま深刻な状況に陥ることもあることから、学校

はもとより、市町村の相談窓口や以下の機関でも相談が可能であることを児童生徒や保護者に広く周知すること。 

また、１人１台端末を活用した児童生徒の心身の状況の把握、スクールカウンセラーによるオンラインカウンセリ

ング等、ICTを活用した取組みについても検討し、実施に当たっては、「大阪府教育庁 オンラインカウンセリングに

ついての留意事項」（令和３年９月28日）を参考にすること。 

加えて、生活リズムが戻らない等、コロナ禍終息後もその影響は、依然、根深いことに留意しつつ、児童生徒に生

じる様々な不安感を和らげ、夏季休業期間明けのスタートがスムーズに切れるよう万全を期すこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 生徒指導グループ  小原 智弘 

T E L 06-6944-3823 （直通） 

F A X 06-6944-3820 

E-mail KoharaT@mbox.pref.osaka.lg.jp 

○『すこやか教育相談２４』 

  ０１２０－０―７８３１０ 

＊24時間対応の電話相談窓口です。（ＩＰ電話からは、かかりません。） 

 

○ 大阪府教育センター『すこやか教育相談』 

すこやかホットライン（子どもからの相談）  ０６－６６０７－７３６１   

Ｅメール：sukoyaka@edu.osaka-c.ed.jp 

さわやかホットライン（保護者からの相談）  ０６－６６０７－７３６２   

Ｅメール：sawayaka@edu.osaka-c.ed.jp 

しなやかホットライン（教職員からの相談）  ０６－６６０７－７３６３   

Ｅメール：sinayaka@edu.osaka-c.ed.jp 

＊電話相談   午前９時30分～午後５時30分 月～金曜日（祝日・休日・年末年始は除く） 

＊Ｅメール相談 24時間受付（回答は後日） 

＊ＦＡＸ相談  ０６－６６０７－９８２６ 

 

○ 被害者救済システム『子ども家庭相談室』＊大阪府教育委員会が運用する権利擁護機関による相談窓口です。 

（18歳未満のみの対応）０１２０－９２８－７０４［無料電話］ 

（保護者等）０６－４３９４－８７５４ 

＊午前10時～午後８時  月・火・木曜日（祝日・休日は除く） 

 

○ 児童相談所全国共通ダイヤル 

    １８９「イチハヤク」 ＊児童虐待に関する通告や子育ての悩み等の相談窓口です。 

 

○『ＬＩＮＥ相談』 

   実施日：毎週月・火・水・木・日曜日 

    相談受付時間：午後７時～午後９時30分 

    相談対象者：府内の小学校・義務教育学校・中学校・高等学校・支援学校の児童生徒 

＊学校に配付される『ＬＩＮＥ相談』カードに掲載されている二次元コードからアクセスができます。 

カードがない場合は、各校で掲示されるポスターをご覧ください。 
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第２９号 議案  

 

島本町子 ども・ 子育て会 議委員 の委嘱に ついて  

 

 教育長 に対す る事務委 任規則 （昭和３ ４年島 本町教育 委員会 規

則第１号 ）第 １ 条第１項 第１５ 号の規定 に基づ き、議決 を 求め ま

す。  

 

令和  ５  年  ７  月２６日 提出  

 

島本町教 育委員 会  

教育長   中  村  り  か  
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第２９号議案 参考資料 

 

島本町子ども・子育て会議委員委嘱（候補）者名簿 

 

※太枠欄の者が今回新たに委嘱する候補である者 

（任期：令和５年５月１日～令和７年３月３１日） 

 氏 名 区 分 役職等 

１ 吉 島 紀 江 学識経験を有する者 
京都華頂大学  

現代家政学部現代家政学科 教授 

２ 岩 渕 善 美 学識経験を有する者 
平安女学院大学 

国際観光学部国際観光学科 教授 

３ 豊 田 信 行 学識経験を有する者 
島本町民生委員児童委員協議会 

（主任児童委員） 

４ 盛 喜 憲 子 子どもの保護者 公募 

５ 河 合 澄 恵 子どもの保護者 公募 

６ 五 十 嵐 大 二 事業主を代表する者 
医療法人清仁会 水無瀬病院 

作業療法科長 

７ 服 部 行 男 労働者を代表する者 
連合島本地区連絡会 

（島本町教職員組合 執行委員長） 

８ 山 﨑 里 美 
子ども・子育て支援に関する

事業に従事する者 

社会福祉法人南山城学園 

認定こども園ゆいの詩  

園長 

９ 山 﨑 深 
子ども・子育て支援に関する

事業に従事する者 

社会福祉法人大阪水上隣保館 

山崎保育園 

園長 

10 中 本 眞 智 子 
子ども・子育て支援に関する

事業に従事する者 
島本町社会福祉協議会 理事 

備考 中本氏の任期は、前任委員の残任期間（委嘱の日から令和７年３月３１日まで） 
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島本町子ども・子育て会議の概要 

 

○委員の構成 

 ⑴ 学識経験を有する者              ３人以内 

⑵ 子どもの保護者                ２人以内 

⑶ 事業主を代表する者              １人 

⑷ 労働者を代表する者              １人 

⑸ 子ども・子育て支援に関する事業に従事する者  ３人以内 

 

○委員の任期 

 ２年以内（補欠委員の任期は、前任者の残任期間。再任あり） 

 

○担任事務 

 次に掲げる事項について調査審議し、町長又は教育委員会に意見を具申する。 

⑴  子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号）第７２条第１項各号に掲げる事務

に関する事項 

⇒ 町における子ども・子育て支援に関する施策の総合的かつ計画的な推進に関し必要

な事項及び当該施策の実施状況を調査審議すること など 

⑵ 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第３４条の１５第４項の規定によりその権

限に属させられた事項 

⇒ 町長が家庭的保育事業等を認可しようとすることに対して意見を述べること 

⑶ 大阪府福祉行政事務に係る事務処理の特例に関する条例（平成１２年大阪府条例第８

号）第２条第２項の規定により町が処理することとされた事務に付随して、児童福祉法

第３５条第６項、第４６条第４項及び第５９条第５項の規定によりその権限に属させら

れた事項 

⇒ 町長が保育所の設置を認可しようとすることに対して意見を述べること など 

⑷ 島本町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成２６年島本

町条例第２４号）第４条第１項の規定によりその権限に属させられた事項 

⇒ 町長が家庭的保育事業者等に対し、最低基準を超えて、設備及び運営を向上させる

ように勧告しようとすることに対して意見を述べること 

⑸ 島本町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成２６

年島本町条例第２５号）第４条第１項の規定によりその権限に属させられた事項 

⇒ 町長が放課後児童健全育成事業者に対し、最低基準を超えて、設備及び運営を向上

させるように勧告しようとすることに対して意見を述べること 
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第３０号 議案  

 

令和６年 度使 用 小学校教 科用図 書の採択 につい て  

 

 教育長 に対す る事務委 任規則 （昭和３ ４年島 本町教育 委員会 規

則第１号 ）第 １ 条第１項 第１９ 号の規定 に基づ き、議決 を 求め ま

す。  

 

令和  ５  年  ７  月２６日 提出  

 

島本町教 育委員 会  

教育長   中  村  り  か  
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令和５年度三島郡（島本町）地区小・中学校教科用図書選定委員会 

 

「令和６年度使用小学校教科用図書の選定に関する意見について」具申 

 

１ 令和６年度使用小学校教科用図書具申一覧表 

 

種目 教課用図書 発行者番号 発行者略称 書 名 

国語 

選定 

教科用図書 

２ 東書 新編 新しい国語 

３８ 光村 国語 

その他の 

教科用図書 
１７ 教出 ひろがる言葉 小学国語 

書写 

選定 

教課用図書 

２ 東書 新編 新しい 書写 

３８ 光村 書写 

その他の 

教課用図書 
１７ 教出 小学 書写 

社会 

選定 

教課用図書 

１７ 教出 小学社会 

１１６ 日文 小学社会 

その他の 

教課用図書 
２ 東書 新編 新しい社会 

地図 
選定 

教課用図書 

２ 東書 新編 新しい地図帳 

４６ 帝国 楽しく学ぶ 小学生の地図帳 

算数 

選定 

教課用図書 

１１ 学図 みんなと学ぶ 小学校 算数 

１１６ 日文 小学算数 

その他の 

教課用図書 

２ 東書 新編 新しい算数 

４ 大日本 新版 たのしい算数 

１７ 教出 小学算数 

６１ 啓林館 わくわく 算数 

理科 

選定 

教課用図書 

１７ 教出 未来をひらく 小学理科 

６１ 啓林館 わくわく理科 

その他の 

教課用図書 

２ 東書 新編 新しい理科 

４ 大日本 新版 たのしい理科 

１１ 学図 みんなと学ぶ 小学校 理科 

生活 
選定 

教科用図書 

２ 東書 
どきどきわくわく 新編 新しい 生活 上 

あしたジャンプ 新編 新しい 生活 下 

６１ 啓林館 
わくわく せいかつ上 

いきいき せいかつ下 
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種目 教課用図書 発行者番号 発行者略称 書 名 

生活 
その他の 

教課用図書 

４ 大日本 
新版 たのしいせいかつ 上 だいすき 

新版 たのしいせいかつ 下 ひろがれ 

１１ 学図 
みんなとまなぶ 

しょうがっこう せいかつ 上 下 

１７ 教出 
せいかつ上 みんな なかよし 

せいかつ下 なかよし ひろがれ 

３８ 光村 
せいかつ たんけんたい 上 はじめてが いっぱい 

せいかつ たんけんたい 下 はっけん だいすき 

音楽 
選定 

教科用図書 

１７ 教出 小学音楽 音楽のおくりもの 

２７ 教芸 小学生の音楽 

図画工作 
選定 

教科用図書 

９ 開隆堂 図画工作 

１１６ 日文 図画工作 

家庭 
選定 

教科用図書 

２ 東書 新編 新しい家庭 5・6 

９ 開隆堂 わたしたちの家庭科 5・6 

体育 

保健 

選定 

教科用図書 

２ 東書 新編 新しい保健 

２２４ 学研 新・みんなの保健 

その他の 

教科用図書 

４ 大日本 新版 たのしい保健 

５０ 大修館 新 小学校保健 

２０７ 文教社 新わたしたちの保健 

２０８ 光文 小学保健 

英語 

選定 

教科用図書 

１５ 三省堂 CROWN Jr. 

３８ 光村 Here We Go! 

その他の 

教科用図書 

２ 東書 
NEW HORIZON Elementary English Course/ 
My Picture Dictionary 

９ 開隆堂 Junior Sunshine/Word Book 

１７ 教出 ONE WORLD Smiles 

６１ 啓林館 Blue Sky elementary 

道徳 

選定 

教科用図書 

３８ 光村 道徳 きみが いちばん ひかるとき 

１１６ 日文 小学道徳 生きる力/どうとくノート 

その他の 

教科用図書 

２ 東書 新編 新しい道徳 

１７ 教出 小学道徳 はばたこう明日へ 

２０８ 光文 小学道徳 ゆたかな心 

２２４ 学研 新版 みんなの道徳 

２ 令和６年度使用学校教育法附則第９条関係教科用図書については、必要に応じて採択する。 
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具申理由 
 

 

選定教科用図書 ２社 

東京書籍 

単元や題材ごとに学習を通じて育成する資質・能力が「言葉の力」として明確

化されている。６学年を通して段階的・系統的に配列することで螺旋的・反復的

に学習が積み重ねられるように配慮されている。２学年以上の各巻巻頭には、当

該学年で学習する「言葉の力」を見通す「言葉の力を集めよう」が設けられてお

り、巻末には、当該学年で学習した「言葉の力」をふり返る「言葉の力のつなが

り」が設けられている。各領域の単元を３ステップの学習過程で構成し、着実に

資質能力を身につけられるようにしている。 

 

光村図書出版 

「なにを学ぶか」「どのように学ぶか」「何ができるようになるか」が、分かり

やすく提示されており、国語科で求められている資質・能力を確実に育んでいけ

ると感じる。また学習活動全体を通して、「言葉による見方・考え方」を育成で

きるように、年間の単元配列の工夫が見られる。「単元」「小単元」「コラム」「特

設単元」で構成し、着実に資質・能力を身につけられるように配慮されている。

学年間で大きく異なることもない。また文学作品も子どもたちの発達段階に合

わせた感性と、想像力を刺激する多様な作品が多くみられる。 

 

その他の教科用図書 その他の会社 

教育出版  

 「○年生で学ぶこと」で、どのようなことを学び、どのような国語の力が身に

付くのか、一年間の学習の見通しを持てるようにしている。単元扉に示された

「学習のめあて」と「ふり返ろう」、「ここが大事」までが、重点指導事項に焦点

化された一つのまとまった学びとしてつながっており、発達段階に応じた題材

が登場するよう工夫されている。また、巻末付録が豊富に用意されている。系統

ごとの重点事項のまとめページも設定されている。 

 

 

 

 

選定教科用図書 ２社 

国語（３種） 

書写（３種） 
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東京書籍 

系統的に整理した小学校の学習事項それぞれのポイントが、「書写のかぎ」と

して示されている。２年生以上では巻頭に、児童の日常から課題を提示し「書写

のかぎ」が解決法になる流れが４コマ漫画で示されている。書写の学びを広げる

単元と文字文化を紹介するコラムが「生活に広げよう」「文字といっしょに」「学

びを生かそう」でわかりやすく紹介されており、教材も充実している。 

 

光村図書出版 

情報を精選し、大切なことがひと目でわかり、すっきりとしたレイアウトであ

る。配慮が必要な児童にとっても、混乱が生じにくく学びやすい紙面になってい

る。また色覚の多様性にも配慮されており、すべての児童が明確に識別できる色

の組み合わせで構成されている。書写体操やキャラクターによる運筆の解説、ま

た児童の姿勢についても言及し、「文字を上手に書きたい」という児童の願いに

応えるような内容になっている。また身につけた力が国語のみならず、他教科や

日常生活でも活用できるように工夫されている。 

 

その他の教科用図書 その他の会社 

教育出版  

 各学年で書初めを扱い、書写が生活の中の行事に生きていることが実感でき

るようにしているなど、日常生活や学習時期、言語としての響きや豊かさなどを

考慮した内容となっている。書き誤りやすい文字を重点的に扱っているので、学

びやすさにつながる。写真や図版を活用した、平易な解説を用いて、基礎基本の

学習が身につくようにしている。 

 

 

 

選定教科用図書 ２社 

教育出版 

インデックスを活用した紙面構成などにより、全ての児童にとって見やすい。

登場人物（キャラクター）の吹き出しが、調べ学習へ繋がるようなヒントになっ

ており、自ら調べたり考えたりする問題解決的な学習が進めやすい。従来白黒写

真だったものがカラー写真で掲載されていて、児童の関心と学習意欲を高める

工夫がされている。挿絵の登場人物にも多様性が感じられ、また社会に生きる多

様な人物に取材し、臨場感豊かに紹介しており、キャリア教育にも活用しやすく、

また、多様な人々との共生に向けて考えるようになっている。 

 

社会（３種） 
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日本文教出版 

内容のまとまりごとに問題解決的な学習を展開できるような工夫がされてい

る。学習の計画のコーナーも設けられており、見通しを持った学習計画が例示さ

れている。国語科との関連も図られ問題解決的な質を高める手立てとなってい

る。重要な語句に補足説明がされており、わかりやすい。配列･組織については

全学年に渡って主体的・対話的で深い学びの実現のために本文を読み取りやす

く三つに分けたり、コーナーを充実させたりしている。人権の取り扱いについて

は、江戸時代の身分制・渋染一揆・水平社の取り扱いもあり適切である。イラス

ト･写真も多く、二次元コードを読み取ることによって動画が見られるなど、学

習内容を深められる。 

 

その他の教科用図書 その他の会社 

東京書籍  

全ての児童に配慮した大きめの文字で書かれており、難しい言葉にはルビも

振られている。登場するキャラクターは男女同数でイラストに描かれている人

物は性別による偏りがない。他にもなじみのあるキャラクターを用い、社会科の

見方・考え方を示し、児童の問題解決のヒントになっている。各学年の単元に問

題解決的な学習の進め方を見開きで例示している。児童の重量負担に配慮し、二

次元コードコンテンツの充実などによりページ数が令和２年度用教科用図書に

比べ約５％減としている。 

 

 

 

選定教科用図書 ２社 

東京書籍 

地図帳のページでは、テーマの主題図を大きく表現し、学習のねらいを明確に

して、児童が理解しやすいようにしている。ゲーム感覚で地図の基本や地図帳の

使い方を学べる二次元コードコンテンツを載せている。組織・配列については、

世界と日本を紹介する地図から始まり、系統的に配列されている。４年間の使用

に耐えるよう、折り目部分にニスを引き、破れにくく加工したり、丈夫な糸がか

り製本を用いたりしている。 

 

帝国書院 

全ての児童が活用しやすいよう、レイアウトや文字・ルビにも配慮されている。

地図の活用を促すためのキャラクターによって児童が自ら着目したり考えたり

できる仕掛けがある。内容については、６年生では歴史学習でも活用できるよう

地図（２種） 
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に工夫されている。日本各地方を見る地図では主要都市の拡大図を含み、日本全

国をカバーし全ての都道府県が途切れることのないようになっている。長期間

の使用に耐えられるような製本方法がとられている。持ち運びに配慮して、軽く

丈夫な仕様になっている。 

 

 

 

選定教科用図書 ２社 

学校図書 

ドット図や絵、テープ図、数直線図、４マス関係表を取り入れ、問題解決にあ

たって系統的に図を用いて学習ができるようになっている。２年生の「時刻と時

間」の単元が早い時期に出てきているので、この時期に身につくと集団生活にも

活かせると期待できる。また、全てのページに統一感があり、見やすくなってい

る。ＳＤＧｓの取り扱い内容が充実しているのも工夫されている。４年生の見取

り図の学習では、唯一斜めの立体の作図が練習できるようになっている。全体的

に、ページ数も多く充実した内容を学習できる。上下巻に分かれているので持ち

運びは軽くなり、体の発達に配慮がされている。 

 

日本文教出版 

単元初めには、既習内容の復習のページがあり、新しい学習に入りやすくなる

よう工夫がされている。また、「算数マイトライ」という補充問題が巻末に設定

されている。これがステップごとに分かれているので、個々の力に合わせて取り

組めるようになっている。プログラミングでは、スクラッチを使うことにより、

児童にとって楽しみながら学習できるように工夫されている。今回新しく、５・

６年生の教科書に「スピン」が採用され、児童にとっても使いやすいよう配慮が

されている。 

 

その他の教科用図書  

東京書籍 

 ６年生の「対称な図形」の学習で使える付録がトレーシングペーパーになって

いて、児童が使いやすい点と教師の準備の配慮がなされている点に良さを感じ

る。学年末には、ＳＤＧｓに関連づいた問題が設定されていて、学習したことを

自分の生活に活かせるような工夫が見られる。単元によっては、思わず考えたく

なるようなデジタルの導入教材がついていて、問題との出会いを大切にしよう

とする配慮が見られる。 

 

算数（６種） 
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大日本図書 

 すべての時間に学習のめあてを示し、本時の内容を明確に意識しながら進め

られるよう配慮されている。巻頭の「算数の学び方」において、話し方・聞き方

のポイントを示している。「ふくろう先生のなるほど教室」のコーナーでは、算

数が社会で生かされている事例を適宜取り上げ、興味を持てるように工夫がさ

れている。 

 

教育出版 

 コンパスや分度器などの用具の使い方がどの学年の教科書にも丁寧に解説さ

れている。また、巻頭に前学年の復習が記載されていることや、数直線図の書き

方の手順を丁寧に掲載している等、学習内容を何度も確認することができる。他

教科と関連した場面を豊富に掲載し、児童が総合的に学習できるような工夫が

されている。 

 

新興出版社啓林館 

 多様なキャラクターを登場させ、人権の取扱いに配慮がなされている。また、

ＩＣＴを活用できる工夫が随所にされている。キャリア教育に対応した「未来へ

のとびら」では、算数が様々な職業（ミニチュアアーティスト、ロボットエンジ

ニア、スポーツデータ研究者など）につながっている内容が掲載されていて、児

童が算数に興味を持てるような工夫がされている。 

 

 

 

選定教科用図書 ２社 

教育出版 

学習の流れが見やすいようにレイアウトが工夫されており、イラストや写真

は見やすく、児童の興味・関心を引き出しやすい。主体的・対話的で深い学びを

実現できるように配慮されており、言語活動の充実も図られるような内容にな

っている。また、ＩＣＴの活用も様々なコンテンツが用意されている。観察や実

験数は授業時間内に無理なく取り組め、基礎的・基本的な知識の習得と十分な技

能の定着をはかることができる。 

 

新興出版社啓林館 

「見つける」→「調べる」→「まとめる」の３段階の学びのサイクルを繰り返

すことで、問題解決の力を高め、主体的・対話的で深い学びを実現できるように

工夫されている。また、実社会と関連した題材を導入とし、理科を学ぶ意義や有

用性を実感できるようにされている。季節に応じて取扱う単元が適当な時期に

理科（６種） 
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設定され、単元間の関連付けも配慮されている。また、「思い出そう」で各教科

等での学習や生活経験をふり返りながら学習を進めることができる。さらに理

科として大切な直接体験とＩＣＴを適切に組み合わせながら、どのような場面

でＩＣＴを活用すると効果的かという活用例が盛り込まれている。 

 

その他の教科用図書 その他の会社（※信州教育出版社は見本本なし） 

東京書籍  

単元の導入「レッツトライ！」で、問題をつかむことができるように工夫され

ている。Ａ４判で図が大きく図などが見やすい。また、文字が多く図鑑的な活用

も可能である。単元配列では基礎単元を先行させるなど、児童の発達段階を考慮

したものになっている。「理科の世界探検部」では、働く人へのインタビュー資

料が多く掲載され、キャリア教育に繋げている。 

 

大日本図書 

Ａ４判で見やすく、ダイナミックな写真や構図を用いることで児童の興味や

関心をひきやすい構成になっている。既習事項とこれから学ぶ内容の関連がわ

かりやすく整理されているのに加え、系統的、発展的な学びが可能なように工夫

されている。日常生活に見られる学習内容関連事象をたくさん紹介しており、発

展的な学習が様々に見られる。 

 

学校図書 

各学年における教材や観察、実験などの活動がよく吟味・精選されていること

で、効果的な学習を実現するための構成となっている。事象が抽象的で理解が難

しいところでモデル化を行い、見えない自然を見るための工夫がみられる。各単

元に配置されている「やってみよう」ではカリキュラムにない実験など発展的な

学習がたくさん盛り込まれている。 

 

 

 

選定教科用図書 ２社 

東京書籍 

 スタートカリキュラムに沿った内容が冒頭にまとめられている。（がっこうせ

いかつすたあと）注目してほしいところが大きく写真になっていたり、実物大を

載せていたり、図鑑として単元の最後にまとめられていたり、ピクトグラムを取

り入れて視覚的に分かりやすくしていたりといったようにレイアウトの工夫が

されている。単元の最後に「やってみよう」と表現・交流の案が提示されている

生活（７種） 
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ことでイメージがしやすい。教科書の案を元に児童が考えやアイデアを深めて

いきやすい構成になっている。 

 

新興出版社啓林館 

 授業の場の設定がイラストで載せられていたり、「わくわく」→単元の導入、

「いきいき」→主活動、「ぐんぐん」→振り返り（表現活動も含む）というステ

ップで全ての単元が構成されていたりといった工夫がみられる。児童が一人で

じっくりと思考を深め、意欲を高めていくことのできる構成である。また、必要

な情報が適切に配置されている。情報量が適正で、注目させたい部分が大きくは

っきりと載せられている。また、デジタルたんけんブックという付録により、タ

ブレットですぐに図鑑等を開くことができること等の利便性がある。スタート

カリキュラムについて「すたあとぶっく」として、別冊でまとめられている。幼

児期に育まれた能力をしっかりと生かしていけるような構成や授業例が載って

いる。 

 

その他の教科用図書 その他の会社（※信州教育出版社は見本本なし） 

大日本図書 

 Ａ４版で大きく、原寸大の写真やイラストが記載されており、自分の育ててい

る植物と比べることができる。自分なりのめあてや振り返りをたくさん書き込

める。「きもちマーク」で学習の振り返りをすることができる。ＳＤＧｓに触れ、

低学年に向け分かりやすい言葉で解説しており、自分たちにもできることがあ

ることを考えるきっかけを工夫している。 

 

学校図書 

 構成を工夫し、余白をしっかりと設けることで、児童にとって使いやすくな

っている。ものしりノートでは、秋の遊びやおもちゃづくりのヒントになるよう

に工夫されている。たくさんの植物や生き物、遊びを図鑑のように豊富に掲載し

て、児童の関心を引く工夫をしている。四季に合わせた自然を使った遊びを取り

入れ、一年を通して自然と触れ合うことができる。 

 

教育出版 

 「学び方」を「見える化」しており、花壇の花を取らない、廊下は走らないな

ど、体験学習の中で身に付けていく知識や技能、マナーを示している。児童や先

生の写真を登場人物として使っており、児童がイメージしやすくなっている。車

いすを利用している児童や外国にルーツを持つ児童など、教室内の多様性を表

した写真を多く使用している。 
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光村図書出版 

 ヨシタケシンスケさんのイラストが豊富に使われている。イラストで児童が

考えるためのヒントが載っており、学びの深め方が分かる。小単元は、活動が一

覧できるよう、見開きの構成を工夫している。児童が夢中で取り組んでいる姿や

学習環境など写真をわかりやすく盛り込んでいる。振り返りが全ての単元に記

載され、「感情」と「思考・態度」の両方の面から振り返ることができる。 

 

 

 

選定教科用図書 ２社 

教育出版 

 児童に耳なじみのある選曲がなされており、興味関心をもって意欲的に学習

を進めることができるように配慮されている。自ら進んで音楽に取り組もうと

する児童にとっては、和声の音楽づくりに取り組む等、より専門的に楽しめる表

現や活動ができるようになっている。２ページにわたって写真が掲載されるな

ど、ダイナミックなレイアウトで子どもの目を引き付けている。手遊び歌やわら

べ歌あそびなどの活動例がわかりやすく図解されており、児童のやる気を導く

ように工夫されている。 

 

教育芸術社 

「何を学ぶか」、「何ができるようになるか」を明確にし、「どのように学ぶか」

を示すことで、児童の主体的な活動を引き出しやすくなっている。どの学年でも

段階に応じて音楽の要素を無理なく身に付けていくために、各学年に応じた適

切な教材が用意され、また楽曲や歌詞の内容、音域などについても児童の心身の

発達段階に応じて十分に考慮されている。図形楽譜の活用やスモールステップ

での教材配列により誰もが達成感を持てる内容となっている。１つの楽曲で歌

唱と器楽の両方の領域が学べる内容となっており、繰り返し、技能を習得できる

ように取り上げられている。 

 

 

 

選定教科用図書 ２社 

開隆堂出版 

幅広い生きた知識と教養を身につけることにつながることを意識して編集さ

れている。職業及び生活との関連を重視して多様な人々が造形にかかわってい

る姿が取り上げられ、創造性を培うことの大切さを伝えている。保幼小から、小

音楽（２種） 

図画工作（２種） 

22



学校を経て中学校へと接続がスムーズになるよう教材を配列し、編集が工夫さ

れている。身近な材料を使った題材から始まり、段階的に発想や構想を広げてい

けるよう系統的に題材配列が工夫されている。二次元コードから「アイデアシー

ト」をコンテンツとして利用できるなど、ＩＣＴ活用にも注力している。製作し

た作品が新たな活動を促す契機となるように題材配列が工夫されている。 

 

日本文教出版 

 身体全体を使った活動を多く取り入れ、健やかな身体を養うことにも配慮さ

れている。人物のイラストでは、ジェンダーに関するステレオタイプな表現や偏

りがないよう配慮されている。児童の発達に十分配慮した材料や用具が取り扱

われている。各巻とも、1年の流れに沿って、行事や季節に応じて題材を選択で

きるよう配列されている。二次元コードをタブレットなどで読み取ることによ

り、アートカードを活用した対話的で地域に根差した鑑賞活動を展開すること

ができたり、道具の使い方、作品作りに向けた準備体操をしたりすることができ

る。ＳＤＧｓを意識し、環境教育、防災・安全などに関わる教材が配列されてい

る。学年に合わせて文字の大きさが調整されている。 

 

 

 

選定教科用図書 ２社 

東京書籍 

すべての導入にタイトル、リード文、学習の流れ、めあてが示されている。Ａ

４判の紙面が効果的に活用されており、１つの実習を見開きで概観できるため、

作業がしやすい。豊富な資料やコラムが設けられており、基礎・基本の学習から

発展的な学習につなげやすくなっている。二次元コードを読み取ることで、タブ

レット上でワークシートやトライシートを閲覧したり、動画を視聴したりする

ことができるので、個人で進行度が異なる場合でも、自分のペースで活動を進め

ることができる。 

 

開隆堂出版 

全体的に内容が精選されており、児童にとって見やすい構成となっている。資

料には写真が多用されており、児童が実際の活動や作業をイメージしやすくな

っている。単元が細かく分けられており、様々なことができるようになったこと

を実感しながら、スモールステップで学習を進めることができる。単元末のコラ

ム等を用いて、一歩踏み込んだ学びを展開しやすい。二次元コードを読み取るこ

とで視聴できる動画は、作業工程ごとに分けられた短時間の動画になっており、

裁縫などの個人で進行度が異なる場合に、自分の行っている工程に合わせて視

家庭（２種） 
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聴しながら学習を進められるようになっている。 

 

 

選定教科用図書 ２社 

東京書籍 

各単元の最初に見通しをたて、調べ学習等に取り組み、そこから協力して課題

に取り組み、話し合う事で課題について深める流れが設定されている。また、カ

ラフルで見やすい紙面構成になっており、記入するページなども大きく掲載さ

れている。また、身近な問題について調べる・解決するというステップを通じて、

児童が自らにつなげて考えやすい構成になっている。各章末には発展の項目が

用意され、他教科との関連が記載されていることから、教科横断的な学習がしや

すいように準備されている。随所に記載されている二次元コードからは、動画へ

のリンクが設定されており、字幕がつけられるなど、様々な配慮がされている。 

 

学研 

各単元の最初にしっかりと学習の目標を提示しつつ、身の回りの出来事に結

びつけた課題設定→経験をもとに話し合う→学びを活かすという流れで学習が

進められていくため、学習の見通しが持ちやすい。特に振り返り等を記入する場

面が多くあり、思考領域における課題が豊富にあることで、最終的な学びを活か

すという流れが工夫されている。発展的な学習として、各単元の章末に「ほけん

のはこ」という発展的内容、各巻末には「もっと知りたい調べたい」という調べ

学習に繋げられるような資料が記載されている。各章中に設けられた二次元コ

ードからは、動画のような資料に加え、思考を促す振り返りシートなどが豊富に

用意されている。また、実際の心の相談窓口等へアクセスできる仕様になってい

る。 

 

その他の教科用図書 その他の会社 

大日本図書 

内容については精選・整理され、教科書の使い方等、学習の進め方についても

分かりやすく示されている。特に単元の最初と振り返りが充実しており、学習の

見通しを持ちやすく、まとめで定着が図れるように工夫されている。使用されて

いるイラスト等も、性差を無くすような配慮がされている。また、巻頭において、

おりこみカードという防災意識に働きかけるつくりも工夫されている。 

 

大修館書店 

 内容については精選・整理され、教科書の使い方等、学習の進め方についても

体育 保健（６種） 
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分かりやすく示されている。どの単元でも最初に課題をつかもうというコーナ

ーが設けられ、単元の問題点について導入しやすい構成になっている。また、章

末資料や、発展的な教材を扱う部分が大変充実しており、学習後の児童の興味関

心に応じて、更に探究が進めやすい特徴がある。 

 

文教社 

基本的な学習事項についておさえられ、章末では学習内容に基づくエピソー

ド及びもっと考えよう課という発展的内容を扱う所がある。イラストに実際の

写真が多く用いられ、児童が生活体験を想起しやすい造りになっている。また、

巻末には「わたしのすくすく宣言」というページが設けられ、自分の行動に結び

つけて考えられるようになっている。 

 

光文書院 

 内容については精選・整理され、教科書の使い方等、学習の進め方についても

分かりやすく示されている。単元の最初が「見つけよう」から、「学習の課題」

という設定になっており、学習の導入の見通しが持ちやすい構成になっている。

全体的にコンパクトな構成になっており、少ない時数の中でも全体が扱えるよ

うに工夫されている。 

 

 

 

選定教科用図書 ２社 

三省堂 

HOP～STEP～JUMP という３つの大単元で構成されている。「聞く」活動では異

なる場面で使われる新出表現をインプットし、「話す」活動でスムーズにアウト

プットすることのできる配列となっている。「Story Time」には、世界のお話が

３話ずつ掲載されるなど、場面や状況、わかる語句などをヒントに内容を推測し

ながら聞き続ける活動をしながら、楽しく学習を進めることのできる内容とな

っている。大判（Ａ４判）で、色使い等に配慮したイラストが採用されており、

紙面が見やすい。 

 

光村図書出版 

全単元が「Hop」「Step1」「Step2」「Jump!」の見開き４パートで完結し、既習

表現を活用しながら、新出表現を身に付け、スモールステップでゴールに向かっ

て着実に学習を進めることのできる構成となっている。また、言葉の学びに必要

な「目的」「場面」「状況」が明確に設定されており、実際のコミュニケーション

の場を想定して、児童が互いの考えや気持ちを伝え合うことのできる活動が精

外国語 英語（６種） 
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選されている。「Let’s watch and think.」や「世界の友達」では、世界各国の

小学生の映像を見ることで、多様な価値観に触れ、自身の見方や考え方を広げる

ことができる内容となっている。 

 

その他の教科用図書 その他の会社 

東京書籍 

 ５年生で身近なことから日本の紹介へと視野を広げていき、６年生で世界の

ことや世界と日本のつながりについて考えたあと、中学校へのスムーズな接続

ができるような構成になっている。手話やジェスチャー、文字の違い、ＳＤＧｓ

など、多様性についても随所で触れられており、今日的課題を海外の文化の側面

から考えることのできる単元が盛り込まれている。 

 

開隆堂出版 

各単元の冒頭見開きに、単元のゴールと活動目標、見開きごとのめあてが書か

れており見通しを持って学習できる紙面構成となっている。児童が苦手意識を

持ちやすい「読む」「書く」活動に配慮し、円滑に音声から文字への学習がつな

がるよう工夫されている。他教科との関連を踏まえながら、学習を進めることが

できるようになっている。 

 

教育出版 

 ほぼ「We Can！」を踏襲した内容と構成になっており、紙面アクティビティー

は３・４年生の「Let’s Try！」の配色とあまり変わらないように配慮され、活

動がスムーズに行えるようになっている。日本や世界の名所・名物のマップやミ

ニカード、ワークシートが充実しており、児童が意欲的に学習を進めることがで

きるよう工夫されている。 

 

新興出版社啓林館 

 言語材料に慣れ親しむためのインプット活動を経て、慣れ親しんだ言語材料

を使ったアウトプット活動へと段階を踏んで学習を進めながら、英語を使うた

めに必要な語彙や表現の知識・技能を着実に身に付けていくことのできる構成

になっている。「Did you know?」は、各単元に合わせた異文化の話題が取り上げ

られており、国際理解・異文化理解を深めることができる内容となっている。 

 

 

選定教科用図書 ２社 

道徳（６種） 
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光村図書出版 

学年の発達段階に応じて、「いじめ問題・情報モラル・環境・共生」の４つを

重点テーマとして掲げている。また、４つのテーマについて、教材＋コラムで構

成した「ユニット」を設置している。さらに、ＳＤＧｓにも繋がるテーマもある。

一年間の生活と成長に寄り添うように、教材を構成している。一学期はより良い

関係を築くために互いのことを考え、二学期は、さらに視野を広げ社会性につい

て考え、三学期は、自分の成長を促すために見つめ直す教材が選ばれている。授

業計画もしっかり立てられているので、児童側も教師側も考えを深めやすい。ま

た、「つなげよう」では、学習をもとに自分自身につなげ、自分のこととして考

えられるようになっている。 

 

日本文教出版 

 道徳のノートが付属することで、児童の学習経過等の積み重ねが見やすく、自

らの思考の変化を踏まえて考える力をつけられるような構成になっている。ま

た、ノートは、デジタルにも対応しており、全員で考えを共有することもできる。

教科書のテーマは、「いじめ・情報モラル・ＳＤＧｓ・多文化共生・自己肯定感」

をテーマの５つを掲げている。また、情報モラル、多文化共生、自己肯定感のテ

ーマからもいじめの未然防止につながる内容を取り扱い、さまざまな切り口か

ら考えることができるようになっている。内容も３つの発問で学びの流れを作

り、児童が主体的・対話的で深い学びになるような構成である。 

 

その他の教科用図書 その他の会社 

東京書籍 

未来を切り開いていく児童が、よりよい生き方について考えを深め、「心のち

から持ち」となることを目指して編集されている。そこで、重点テーマとして、

「安心・安全」「いじめについて」「情報モラル」「いのちについて」「じぶんにつ

いて」の５つを全学年共通して掲げているとともに、全ての学年で、道徳的価値

に根ざした問題を見つけられるような構成となっている。 

 

教育出版 

 重点テーマとして、「いじめをなくす」「情報と向き合う」を掲げており、「教

材＋コラム」の構成でユニット化している。各題材の「考えよう」「深めよう」

「つなげよう」では、テーマが分かりやすく書かれており、「やってみよう」で

は、児童が役割演技や動作化を通して、体験的に考え、気づけるような工夫がさ

れている。また、学年の発達段階に合わせて、補助教材が用意されている。 

 

光文書院 
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 全学年の重点主題として「いじめを生まない心」「命をかがやかせる」、学年の

発達段階に応じて、「世界中のいろいろな人とつながるために」「みんなで力を合

わせて」「へこんでも立ちなおる力」を掲げている。また、各学校の指導の実態

に応じて選択できるような教材が収録され、授業の中で考える活動を促すこと

ができる構成になっている。 

 

学研 

全学年を通して、「いのち・多様性・キャリア教育・情報モラル・いじめ防止」

を重点テーマとして掲げている。また、その中でも、「いのち」を最重点テーマ

とし、「いのち」から多様性やいじめ防止などへと繋げるような構成になってい

る。また、考え、議論する道徳を実現するために、多様な教材が掲載されており、

発問にも児童の自己を見つめるための工夫がある。 
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第３１号 議案  

 

令和６年 度使用 中学校教 科用図 書の採択 につい て  

 

 教育長 に対す る事務委 任規則 （昭和３ ４年島 本町教育 委員会 規

則第１号 ）第 １ 条第１項 第１９ 号の規定 に基づ き、議決 を 求め ま

す。  

 

令和  ５  年  ７  月２６日 提出  

 

島本町教 育委員 会  

教育長   中  村  り  か  
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種　目 発行者略称 書　　名

国　語 三省堂 現代の国語

書　写 東京書籍 新しい書写

社　会
（地理的分野）

東京書籍 新しい社会 地理

社　会
（歴史的分野）

東京書籍 新しい社会 歴史

社　会
（公民的分野）

帝国書院
社会科 中学生の公民

よりよい社会を目指して

地　図 帝国書院 中学校社会科地図

数　学 新興出版社啓林館 未来へひろがる数学

理　科 新興出版社啓林館 未来へひろがるサイエンス

音　楽
（一 　般）

教育芸術社 中学生の音楽

音　楽
（器楽合奏）

教育芸術社 中学生の器楽

美　術 光村図書 美　術

保健体育 学研教育みらい 中学保健体育

技術・家庭
（技術分野）

東京書籍
新しい技術・家庭 技術分野

未来を創るTechnology

技術・家庭
（家庭分野）

東京書籍
新しい技術・家庭 家庭分野

自立と共生を目指して

英　語 光村図書 Here We Go! ENGLISH COURSE

道　徳 日本文教出版 中学道徳 あすを生きる

令和６年度使用中学校用教科用図書採択一覧（案）
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